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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

東京電力福島第一原子力発電所の事故以降の草地更新済みほ場の放射性セシウム（以下「放射性Cs」）濃度の

動向、交換性カリ含量及びテタニー比（K/(Ca+Mg））の関係を明らかにすることにより、自給飼料の安全な生産技術

の確立を目指す。

7月、8月、9月の対照区早刈りの放射性 濃度は、4月、5月の対照区早刈りよりも有意に高かった（図１）。(1) Cs

三番草適期刈り(9月)の対照区の放射性 濃度は、一番草適期刈り(5月)よりも有意に高いものの、カリ増量施(2) Cs

肥により有意に放射性 濃度が下がった（図２）。Cs

(3) 土壌の交換性カリ含量と牧草中放射性Cs濃度を見ると、交換性カリ含量が高まるほど牧草中放射性Cs濃度の

上昇を抑制できるものの、同程度の交換性カリ含量でも一番草よりも二・三番草の放射性Cs濃度が高い（図３）。

また、テタニー比と牧草中放射性Cs濃度の関係を見ると、テタニー比が4.0を上回る一番草及びカリ増量三番草で

牧草中放射性Cs濃度を抑制できる（図４）。

(4) 牧草中放射性K40濃度と牧草中のK含有率の相関は高く（相関係数0.858）、牧草中放射性K40濃度を測定する

ことで牧草中のK含有率を推定できる（図5）。

以上のことから、気温の上昇に伴い牧草がMgやCaを気温の低い時期よりも良く吸収するように（表１）、二・三

番草の牧草は放射性Csを吸収しやすい可能性が推察された。

２ 期待される効果

(1) カリ増量施肥（土壌の交換性カリ含量60mg/100g乾土）により牧草中放射性Cs濃度が上昇する三番草の放射

性Cs濃度上昇を抑制できる。

(2) 牧草の放射性物質検査等の結果を活用するなど、改めて飼料分析をすることなく牧草のK含有率を推定するこ

とができるため、飼養管理に利用でき経済的である。

３ 活用上の留意点

(1) 本試験は原発事故後３年目の黒ボク土での結果であり、他の土壌条件では別途検討を要する。

(2) 牧草中放射性Cs濃度を抑制できる土壌の交換性カリ含量には季節的な変動があるので、カリ施肥の過不足に

留意する。

(3) 二・三番草の牧草中放射性Cs濃度を抑制するためにはテタニー比（K/(Ca＋Mg））を高める必要があるので、給

餌に際しては濃厚飼料等の補助飼料による飼料調製が必要である。

(4) 二・三番草刈取後の土壌の交換性カリ含量は一番草刈取後の土壌の交換性カリ含量以下に低下しているた

め、牧草によるカリの収奪量を上回るカリ施肥を毎年継続的に実施する吸収抑制対策が必要である。



Ⅱ 具体的データ等

A,B,異符号間に有意差あり(p<0.01)、a,b異符号間に有意差あり(p<0.05) A,B,異符号間に有意差あり(p<0.01)

牧草の放射性Cs濃度の推移（早刈り） 牧草の放射性Cs濃度の推移（適期刈り）図１ 図２

土壌の交換性カリ含量と牧草中放射性 濃度 テタニー比と牧草中放射性 濃度図３ Cs Cs図４

ミネラル含有率とテタニー比の推移表１

牧草中放射性 40濃度と牧草中 含量の相関A,B,C異符号間に有意差あり(p<0.01)、a,b,c異符号間に有意差あり(p<0.05) 図５ K K
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